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1.序
本稿では，英文学や英語学を専攻しない日本人大学生の英語学習者のモティベーションを向上させ
る要素について，アクティブラーニングの観点から述べる。学習者のモティベーションは，目標を
達成したいと願う意欲や欲求により引き起こされるものである。日本においては，英語を習得しなけ
れば就職もできず，生きていくことさえ難しい状況ではないこともあり，英語を学習する理由，英語
を習得することの重要性が希薄であり，学習のモティベーションの高まりが学習者に起こりにくいの
が現状である。また，近年の日本の英語教育は，文法中心主義からコミュニケーション中心主義へと
極端な移行を見せたが，これにより学習者は文法の知識が十分に得られていないうえに，大人数のま
までオーラルコミュニケーション方式を採用しているがために，学生1人1人にとっては英語での
アウトプットをする十分な時間もない。加えてコミュニケーション型の授業に慣れていないこともあ
り，英語教育の成果は上がっているとは言えず，これまで以上に課題を抱えている。
そこで，英文学や英語学を専攻しない日本人大学生の学習者に対し，いかに英語学習のモティベー
ションを向上させるかを課題とし，これまでのモティベーションの理論に基づき，アクティブラー
ニングを導入した授業を実施した。結果として，英語力に伸びが見られたので，これを検証する。
大学教育においては，アクティブラーニングの積極的な導入が求められている。様々な大学では，
キャップ制と呼ばれる，1年間あるいは各学期における学生の単位数を一定数に制限する制度を導入
している。これは文部科学省の指導により，日本の多くの大学で導入されている制度であり，単位の
過剰登録を防ぐことを目的とする。文部科学省は，「大学設置基準上1単位は，教員が教室等で授業
を行う時間に加え，学生が予習や復習など教室外において学修する時間の合計で，標準45時間の学
修を要する教育内容をもって構成されている。また，これを基礎とし，授業期間は1学年間におよそ
年30週，1学年間で約30単位を修得することが標準」としている。これを定めた理由として，文部
科学省は，「学期末の試験結果のみで単位認定が行われるなどの理由から，学生が過剰な単位登録を
して，3年で安易に124近くの単位を修得し，結果として45時間相当に満たない学修量で単位が認
定されているという現象が生じた」ため，と説明している1。学生は，履修した科目に対し，予習と
復習の時間が必要と定められている。つまり，大学には，学生の自主学習を促す教育計画が求められ
ている。
このキャップ制とアクティブラーニングの必要性とは大きな関連がある。キャップ制により学生
は授業外での自主学習が求められることになったわけだが，そのためには学生自身が学ぶ意欲を持た
ねばならない。日本での教育は伝統的にteacher-centeredapproachと呼ばれる，教師中心の授業が
（40）
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主であったが，学習者が中心となるlearner-centeredapproachの流れに乗ることが英語などのスキ
ル系の科目だけでなく，講義系の科目にも求められている現状がある。いわゆるcriticalthinking
を促すアクティブラーニングが，学習者の自発的学習につながり，キャップ制の実質的な運営につ
ながっていくと考えられる。
文部科学省では，このアクティブラーニングについて次のように定めている。アクティブラー
ニングとは，「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を
取り入れた教授学習法の総称。学修者が能動的に学修することによって，認知的，倫理的，社会的
能力，教養，知識，経験を含めた汎用的能力の育成を図る」ものであり，「発見学習，問題解決学習，
体験学習，調査学習等が含まれるが，教室内でのグループディスカッション，ディベート，グルー
プワーク等」を含むとしている
2。
この方針を踏まえ，学習者のモティベーションを高め，より英語の発話を促すために，筆者は下記
の4点を充たす授業を組み立てた。
1.少人数制によるアクティブラーニングを実施する。
2.英語での授業運営を行う。
3.セメスターごとのゴールに加え，ユニットごと，あるいはアクティビティごとのゴールを明確
にする。
4.授業で学んだ表現を使ったアクティビティを実施する。
以上の方針に基づき，授業をすることで，日本人の英語学習者は，互いに英語を話すことに抵抗を
感じにくくなり，また，今自分が取り組んでいるアクティビティの意味を理解することによりモティ
ベーションをさらに高めた上でアクティビティに取り組むことができ，授業で学んだ表現を使うこと
で，その適切な運用法を理解することができるようになると考えた。
次章では，学習者のlearningstyleに関する研究や，学習者のモティベーションに関する研究を
基盤に，学生の英語学習に対するモティベーションを高め，自主学習へと結びつけるために，現在英
語の授業において実施している試みと，その効果について，アクティブラーニングも含めて実例を
挙げて説明する。
2.アクティブラーニングの取り組み
本章では，アクティブラーニングを実践するために実際に取り組んでいるタスクやアクティビテ
ィについて，具体的な例を挙げて述べる。
2.1 授業概要
大学1年生を対象とする，BusinessEnglishの基礎を学ぶ授業である3。リスニングとスピーキン
グが中心であり，それに基づき，リーディングとライティングのアクティビティも加える。単元ごと
にビジネスの様々なシチュエーションが提示され，それに関するリスニング問題の後，リスニングに
出てきた表現を使ったスピーキングのアクティビティを行う。ビジネスのシチュエーションとしては，
取引先の人と初めて会った時の会話，アポイントメントの取り方，変更の仕方，会議の始め方，など
である。
（41）
2.2 少人数制の導入
2013年前期の1クラス当りの学生数は，約27名であった。2013年後期から，1クラス増設し，
1クラス当りの学習者数を17名から最大でも23名に絞り込んで授業を実施した。前期はレベル分け
テストの結果を元に，均等に6等分してクラス割りをした一方，後期はより厳密にレベル分けし少人
数制になったことにより，クラス内でのレベルの差がわずかとなり，より適切な授業運営が可能とな
った。
アクティブラーニングとは，序でも述べたように，「発見学習，問題解決学習，体験学習，調査
学習等」や「教室内でのグループディスカッション，ディベート，グループワーク等」を通じ，
学習者が「受動的」な学習方法を脱し，「能動的」に学ぶことを目的とする。高等学校までの教育で，
伝統的に「受動的」な学びを受けてきた学習者を「能動的」な学習者に変えるために，少人数制は有
効である。
少人数制には様々なメリットがある。英語教育とはスキル教育であり，学習の実践を伴わなければ
効果は得られない。つまり，学習者自身が，話し，聞き，書き，読まなければ，これらの4技能の向
上は望めない。文法の知識が頭に入っていても，それを実際に使用して自分の意見や考えを述べ，ま
た文章や発話を理解できなければ，単なる知識として終わり，・GrammarinUse・とはならないの
である。90分の授業の中で，全員の学生に英語を使わせるためには，少人数制は必須である。
少人数制のもう一つのメリットは，学習者が授業に参加しやすい環境になることである。学習者全
員を発言させるためには，ペアワークやグループワークが効果的であるが，教員が学習者の活動
中にそれぞれのグループを回って参加し，発言をメモし，個別に，あるいは全体に対してフィードバ
ックをすることは，少人数による活動をより効果的なものとする。一方，学習者がよく抱える不安の
一つとして，学習者同士で活動している場合，文法的に誤ったまま訂正されない，あるいは，どのよ
うな表現をしてよいか分からないままアクティビティが終わることなどが挙げられる。このような不
安を抱えている場合，学習者はアクティビティに効果を期待できず，積極的に活動に参加しない結果
となる。
クラスにおける学習者数を一定数に絞り込んだ少人数制を取り入れた結果として，アクティブラ
ーニングの効果が明らかとなった。前期は1クラス当りの学習者数を約27名で始め，4月に実施し
たG-TECテストの結果と，前期末の7月末に実施したG-TECテストの結果にはあまり学習効果が
見られなかった。しかし後期は，1クラスを増設し1クラス当りの学習者を23名に絞り込んだ結果，
5月に実施したTOEICテストのスコアと翌年1月末に実施したTOEICテストのスコアを比較する
と，平均点約80点以上の大きな伸びが全体に見られた。
2.3 教員間の連携
教員間の連携について，DeliCarpini（2008）は次のように述べている。
SubjectareateachersandESLteacherscanworktogetherinintegratedprofessionaldevelopment
teams.Teacherswouldparticipateininquirybasedactivitiesinacooperativelearningenvironment
thataddressthetopicsof:
・DesigningeffectiveinstructionforELLsinthemainstream classroom.
（42）
・Building and activating background knowledge and creating contexts for meaningful,
authenticinteraction.
・Identifyingcomprehensibleinputintermsofvocabularyandlanguagestructuresusedaswel
asintermsofliteracyabilities.
・Selectingappropriatematerialthattargetsavarietyofabilityandinterestlevelssothatal
learnershaveaccesstothecurriculum.
・Planningformeaningfuldifferentiationofinstructionandintegrationofmultipleinstructional
strategies.
・ExamineexistingassessmentproceduresandintegratemultiplemodesofassessmentofELLs
inmainstream classrooms.
Teacherscanworktogethertoidentifyquestionsandseeksolutionsthattakeintoaccounttheir
ownclassroom andschoolcontext.4
教員は，カリキュラム，教材，アクティビティ，評価について互いに協力し合い，問題解決に取り
組むことが重要だと述べられている。
1名の教員がそれぞれの科目のコーディネータを担当することと決めた。コーディネータが存在す
ることで，授業内で発生した問題，授業の進度，教科書の適切さ，シラバス内容など，様々な点につ
いて，コーディネータに申し出ることが可能となる。また，同じ科目はなるべく同じ曜日に開講する
ことにより，同じ科目を担当する教員同士が授業について話し合う機会を持ちやすいよう工夫してい
る。筆者がコーディネータを担当する文法の授業BasicEnglishにおいては，筆者を含めて3名の
教員が授業を担当している。これらの教員間で毎週授業後に，授業の進度やシラバス内容，学生の情
報などについて話し合うことで，次の学期における授業の改善を図ることができ，授業進度の調整や
効果的なアクティビティやタスクの情報をシェアすることができる。
少人数制のメリットを述べたが，少人数制では複数の教員が同じ科目を担当することとなる。これ
をデメリットとしないために，教員間の連携が必要である。適切な教科書やアクティビティをシェア
し，学生の情報をシェアすることで，前期よりも後期に適切な授業を行うことができた。
先述したように，前期には1クラス当りの学習者数が約27名であったところを，後期には学習者
数を約23名に絞り込んだが，これについても，教員間の連携の成果と言える。担当教員とのディス
カッションの際に，学習者1人1人にかける時間が非常に制限されるという問題が指摘されたことも，
人数を絞り込んだ一つの要因である。学習者にペアワークや少人数グループでのアクティビティを
させるにも少人数の方が目が届きやすい。また，キャップ制の基盤となる学習者の復習予習の一環
として，課題を毎回課すこととしている。課題は学習者の授業外での学習を促すだけではなく，教員
にとっても学習者の理解度やポテンシャルを把握するためにも重要な要素となる。
3.学習者のモティベーション
本章では学習者のモティベーションを高める取り組みについて述べる。Ur（2006:274）は，
・motivation・についての定義を説明するのは難しいとし，・motivatedlearner・の定義として
・..onewhoiswilingoreveneagertoinvesteffortinlearningactivitiesandtoprogress.・
（43）
と説明している。さらに，学習者のモティベーションを高めることにより，授業も学習も極めて簡単
に，そして快適なものになり，かつ生産性の高いものとなる，と述べている5。
これまで，言語学習におけるモティベーションに関する様々な研究が行われてきた（Gardnerand
Lambert,1972）。そしてどの研究においても結論づけられているのは，学習者のモティベーションが
言語学習の成功に極めて重要な要素だということである。しかし，学習者のモティベーションを数値
で表すことはできないため，学習者がどれほどのモティベーションを持っているかを研究成果として
表すことはできない。しかし，モティベーションが高いことが言語学習に重要なことは言うまでもな
いため，学習者のモティベーションを高めるよう努めることが，英語学習において重要なことは間違
いない。
言語学習におけるモティベーション研究のうち，最も重要なものの一つは，Naimanによる研究で
ある（Naimanetal.,1978）。この研究は，学習者のモティベーションの向上と深く関連する条件をい
くつか挙げている。その中には，下記の項目がある。
1.学習者が積極的に課題に取り組み，その成功を通じて自信を得ること。
2.より優れた自己像を維持するためには言語学習で成功することが重要だと認識していること。
3.学習者自身が実行すると決めたことに関して困難を乗り越えて達成すること。
4.難しい課題やより高い語学力，優れた成績を修めることに積極的な姿勢を持っていること。
5.言語学習の到達点やアクティビティの目的を理解し，それを達成するための努力を惜しまな
いこと。
6.すぐに努力の結果が見えないことや，なかなか理解できない状況に対して忍耐力を持つこと。
Motivationには，extrinsicmotivationとintrinsicmotivationがある。extrinsicmotivation
とは，学習者が外部から与えられる褒賞によって引き起こされるモティベーションであり，intrinsic
motivationとは，学習者の内面から湧き起こるモティベーションである。extrinsicmotivationと
は，主に教員が学習者に与える誉め言葉や褒美などである。intrinsicmotivationとは，学習者が習
得したい，達成したい，あるいは知りたいという知的欲求のことを指す。CoonandMittere（2010）
は，intrinsicmotivationを ・intrinsicmotivationoccurswhenweactwithoutanyobvious
externalrewards.Wesimplyenjoyanactivityorseeitasanopportunitytoexplore,learn,
andactualizeourpotentials.・と定義し，Brown（2007）は，・Intrinsicmotivationreferstothe
reasonwhyweperform certainactivitiesforinherentsatisfactionorpleasure;youmight
sayperformingoneoftheseactivitiesinreinforcingin-and-ofitself.・と定義している。言語
学習については，extrinsicmotivationよりもintrinsicmotivationが重要とされ，また，すでに
intrinsicmotivationを持っている学習者に，外部からの褒美を与えると，かえって intrinsic
motivationの妨げになる，と主張する研究者もいる6。そこで筆者は学生のintrinsicmotivationを
増加させるため，様々な目標を持たせ，それを達成することで達成感を持たせることを課題とした。
まず，リスニングとスピーキングをメインとした授業内での取り組みである。授業内のアクティビ
ティに意味を持たせ，これを習得すれば何ができるのかを明確にした。たとえば，「アポイントメン
トを取る」というアクティビティについての例を挙げる。まず，学習者は，テキストに掲載されてい
る，「アポイントメントを取る」会話をリスニングで聞く。次にそのスクリプトについて，重要な表
現の部分を穴埋め方式にし，学習者に穴埋めのエクササイズをさせる。たとえば，
（44）
A:・AreyoufreeonThursday?・
B:・IhaveaplanonFridayafternoon,butIcanchangeit.・
などの表現があった場合，
A:・ onThursday?・
B:・I onFridayafternoon,
but .・
と，別のコンテキストでも使用できる表現の部分を穴埋めとする。
リスニングの後は，ペアで答えを確認させる。次に，学習者は自発的に答えを言いながら，答え合
わせをする。この時，たとえば，下線部の1単語だけでも聞き取れていたら，学習者を誉めることに
より，extrinsicmotivationを与えることができる。答えを間違えていても，叱る，あるいはネガテ
ィブなコメントをしないことで，学習者の発話を促進することができる。また，答え合わせをすると
きに，その表現の意味と使用できる状況を確認することも重要である。下線部以外の部分を変更し，
その場で言わせることにより，その表現を頭の中に定着させることもできる。たとえば，・Areyou
freeonThursday?・のonThursdayの部分を，月曜日，月曜日の午後，来週，などと置き替えて
その場で学習者に言わせることで，意味を理解させることができるとともに，rotepracticeにより，
次のアクティビティにげることができる。次に，解答を全て記入したところで，もう一度学習者に
聞かせる。この時，実際にどのように発音されているのかを確認させることが重要である。
次に，スピーキングのアクティビティをさせる。学習者に新しいシチュエーションを与えて，自分
たちで会社名を付け，互いの名前や知っている人の名前を使い，会話を作って発表させるのである。
この時，シチュエーションを決め過ぎずに，自由に作らせる部分を作っておくとよい。それにより，
発表したときに，まったく同じ内容の発表を繰り返し聞き続けるのではなく，自由創作の部分ができ
るからである。また，自分たちの名前や知っている人の名前を使うことは，言語学習においては，非
常に重要なことである。学習者は自分の作った会話を自分に関連したものとして記憶することができ
るからである。
1回目のスピーキングのアクティビティで，学習者はかなり苦労しながら会話を作り上げることに
なる。きちんと表現の使い方が理解できていないうえに，会話の進行に慣れていないからである。そ
のため，アクティビティは，できれば2回は実施することとしている。パートナーを変更し，異なる
コンテキストで，同じテーマの会話を作らせる。これにより，学習者は，より自信を持って，より早
く，正確に会話を作ることができるようになる。学習者は，「英語でアポイントメントを取る」こと
が自分にもできる，という自信と達成感を持つことができるのである。それぞれのアクティビティの
後，かならず，「これで英語でアポイントメントを取ることができるようになりましたね」と学習者
に確認するようにしている。
また，1度実施したアクティビティを，別のアクティビティと結びつけることも，学習者に自信を
持たせる一つの方策である。たとえば，関連するトピックを連続して学習させる。「アポイントメン
トを取る」というトピックの後に，「マーケティングを行う」ことを続ける。実際に学習者に，「高齢
者向けの携帯電話」をデザインさせ，それぞれに発表させた。その後，「高齢者向けの携帯電話を新
たにデザインしたので，それについて説明したい」として「アポイントメントを取る」，この二つの
アクティビティをげた。これにより，学習者は以前のアクティビティを振り返ることができ，また，
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そのアクティビティがそれだけで完結しているわけではなく，実際のビジネスの場をより具体的に想
定でき，現在この会話を勉強している意義を納得することになるのである。
学習者への面接では，その悩みとして，いまなぜこれを勉強しているのか，これが将来の自分のど
の部分にがるのか，あるいは役に立つのかがまったく分からないので，なかなか身が入らない，時
間を無駄にしているのではないかと焦りが生じる，との感想をよく聞く。これは，学習者が自分の将
来像がまだはっきりと見えていないためだけではなく，教員自身が，学期，授業，あるいはアクティ
ビティごとの目的，それを学ぶことで達成できること，学期が終了するまでの達成目標を明確に説明
していないことによる。そうした不安な状態では，なかなかモティベーションを上げることはできな
い。学習の目的を明確にしたうえで，同じテーマに基づいたアクティビティを何度か繰り返すことに
より，学習者は，学べば上達することを知り，intrinsicmotivationが高まると考える。
次に，文法の授業における取り組みについて述べる。文法の授業は，中学から高校までに習った文
法事項を総ざらいする。ともすれば，単調となり，文法の項目を説明し，課題の答え合わせをするだ
けで終わってしまう授業になりがちである。
学生は，正しい答えをすぐに求めようとする。間違えることを恐れ，課題を出しても，自信がない
場合は友人の答えを写したり，友人に聞いたりすることが多い。そこで，目的を，正しく答えること
ではなく，分からない箇所をクリアにすること，とした。学生たちは，課題で，分からなかったとこ
ろや，正解かどうか不安な箇所は印をつけてくるかあるいは空白のままにすることとさせ，授業内で
質問させる。そうすることで，分からない箇所をそのままにせず，納得してから先へ進むことができ
た。このように，質問しやすい雰囲気づくり，学生同士で疑問を投げかけ合えるダイナミクスを作り
出すことが必要となる。
また，学んだ文法を使ったアクティビティを行うことで，文法を「知る」ことから，「使える」よ
うに変えていくことも重要である。たとえば，過去形を学んだあと，学習者に，過去形を使わざるを
得ないようなトピックを与えて会話を促す。「このまえの週末に行った場所」「子供の時の一番楽しか
った思い出」などのトピックについて，1分間，ペアで話した後，3～4名のグループになって同じ話
を続け，グループメンバーはかならず1回は質問しなければならない，とした。これにより，スピー
カーは同じ話を2回することとなるが，2回目はより話しやすくなっていることに気づき，スピーキ
ングは練習することで上達することが実感できる。また，グループメンバーは，過去形を使っていな
いことに気づいたら，サインを出すことにすると，互いに過去形を意識しながらアクティビティをす
ることができる。いかに普段，時制を無視して話しているか，いかに過去形を会話で使うことが難し
いかを学習者に理解させ，また，話す度に，間違いが減ることに気づかせることができる。これを数
週間繰り返すことにより，学習者はより過去形をスムーズに使えるようになり，自信をつけることが
できるのである。
また，このアクティビティをしにくい項目については，英作文を導入した。英作文に，知っている
人の名前や，自分自身のことについて記す部分を作ることで，より自分と関連したこととして文法を
学ぶことができる。たとえば，関係代名詞の問題で，「私が誕生日にほしいものは，○○である」，
「私が一番好きな本は○○である」など，自分を説明する文を関係代名詞を用いて表現する。そして，
ペアや3～4名のグループで，今度は「何色が好き？」「今まで行った国で好きなのはどこ？」などの
質問をし合い，関係代名詞を使って答えるようなアクティビティにげていく。これにより，・Ilike
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blue・だけでなくより複雑な，・ThecolorwhichIlikeisblue.・の文法を習得しそれを会話で表
現できるようになる。これが学習者の自信にがるとともに，さらに複雑な文法を使いたいという
intrinsicmotivationの向上へとがる。
4.結論と今後の課題
1年次に英語を日本で学び，2年次前期の半年間にアメリカで英語スキル科目とコンテンツ科目を
英語で学ぶことを通じ，全体的な学生の英語の伸びはTOEICスコアに見ることができた。1学年全
体のTOEICスコアは，2013年5月と2014年1月を比較すると，全体として平均点が80.3点上昇，
2014年1月とアメリカでの研修を終えた直後の2014年8月のスコアを比べると，平均点が102.99
点の伸びを見せた。確かに，どの形式が効果的であったのかを抜き出すことは難しい。だが，抜き出
すこと自体にはあまり意味がないともいえる。
英語教育の理論においては，学習者は様々な学習方法（learningstyle）の中から自分にとって適切
な学習方法を自ら選ぶことにより，より効果的な学習効果が得られると考えられている。単語，リー
ディング，ライティング，スピーキング，リスニング，など様々な英語のスキルの向上において，様々
な学習方法が紹介され，検討されているが，どの学習方法が効果的かを選ぶのは学習者自身であり，
特に授業外学習においては，この学習方法の選択が重要となる。
上記のように，学習者にとって適切な英語教授法，学習方法は個人により異なっている。そのため，
一つの英語教授法に偏ることなく，様々なタスクを授業内に取り入れるとともに，様々な英語学習方
法を学習者に提示し，学習者自らが選び取るように促すことが重要となる。それにより，学習者は学
習の効果を実感し，それが学習意欲の向上へとがるのである。
今回は，学生1人1人のボキャブラリーの向上やスピーキング能力の向上を数値で計り，それをデ
ータとして示すことができなかった。今後の課題としては，単語とスピーキングにおけるプレテスト
とポストテスト，事前と事後にモティベーションに関するアンケートや聞き取り調査を実施し，数値
としてモティベーションの向上と英語力の向上との関連について研究したい。
注
1 平成11年に，文部科学省により，大学設置基準第27条の2第1項として，「大学は，学生が各年次にわた
って適切に授業科目を履修するため，卒業の要件として学生が修得すべき単位数について，学生が1年間又
は1学期に履修科目として登録することができる単位数の上限を定めるよう努めなければならない」と規定
された。
2 文部科学省の「用語集」（http:/www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afield
file/2012/10/04/1325048_3.pdf）より引用。
3 昭和女子大学ビジネスデザイン学科における授業の実践記録に基づく。
4 DeliCarpini,M.,TheInternetTESLJournal,Vol.XIV,No.8,August2008.http:/iteslj.org/
5 Ur,P.・Learnermotivationmakesteachingandlearningimmeasurablyeasierandmorepleasant,
aswelasmoreproductive:hencetheimportanceofthetopicforteachers.・p.274.
6 Griggs,R.A.は，Psychology:A ConciseIntroduction,（2010）Worth Publishers;ThirdEdition
editionにおいて，次のように述べている。・Withtheadditionofextrinsicreinforcement,theperson
mayperceivethetaskasoverjustifiedandthenattemptto understand theirtruemotivation
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（extrinsicversusintrinsic）forengagingintheactivity.・
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